
対象製品名　：　ラムダ　(SUS304　/　SSB)　　 対象製品名　：　スモール ラムダ(SUS304)

後付ホールダウン防止金物 耐震補強性能証明技術資料

mail：synapse.international@synapsejp.com
URL：http://www.synapsejp.com

3. 基礎固定耐力　性能証明計算書

1. 金物本体引張最大荷重力証明　試験グラフ書

2. 金物本体引張最大荷重力証明　試験成績書

4. 木部固定耐力コーチボルト検査証明書による計算書

5. 耐震 ・制震補強金物　後付ホールダウン防止金物　設計基準強度 (Fc) 対応について。
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「特許登録証書」制震構造の特許技術登録証

「特許登録証書」耐震金物の構造技術登録証

後付ホールダウン防止金物　「特許構造部」
対象製品名　：　ラムダ　(SUS304　/　SSB)　　スモール ラムダ(SUS304)

[ 二軸可変構造技術　特許 ]

[ 衝撃力緩和　制震構造技術特許 ]

シナプス・インターナショナル有限会社シナプス・インターナショナル有限会社
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●SS( 鉄製品 )

●

■ラムダ　SUS304HL( ステンレス製品 )

■ラムダ　SS( スチール製品 )

試験対象　ラムダ金物単体　鉄製品 / ステンレス製品　引張試験
依頼試験　埼玉県産業技術総合センター
試験方法　金属材料引張試験
試験機　　( 株 ) 島津製作所製　UH-F300KN

下記、単体製品試験結果　二軸引張最大耐荷重力　[SS（鉄 / スチール製品）/76.7KN]　[SUS（ステン製品）/71.7KN]

1. 金物本体「二軸回転部」引張最大荷重力 試験グラフ
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有限会社

竹　田　正　洋

溶接手法 NO1　3 手鋼層　

溶接手法 NO2　2 手鋼層　

製品採用

■製品名 : ラムダ　スチール SS（鉄 / スチール製品）)

有限会社

竹　田　正　洋

SUS304

■製品名 : ラムダ SUS304（ステンレス製品）

SS( 鉄 ) 製品には溶接強度を確認する目的で溶接方法
を 2 タイプ用意し試験を行った。

ラムダ SS1　溶接範囲を 100% 行った製品。
ラムダ SS2　溶接範囲を約 80% 行った製品。

SUS( ステンレス ) 製品は溶接範囲を 100% 行い試験
※製品化後のラムダには更に強度対策された溶接技術で加工

以下の試験成績書は金物本体溶接部の引張強度を証明したものです。
※本体引張耐荷重性能（制振構造部）は別途試験成績書有

2. 金物本体（二軸）引張最大荷重力 試験成績書

ラムダ SS1 の試験結果を採用
※製品化後のラムダには更に強度対策された溶接技術で加工
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有限会社

竹　田　正　洋

溶接手法 NO1　3 手鋼層　

溶接手法 NO2　2 手鋼層　

製品採用
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有限会社

竹　田　正　洋

SUS304
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下記図は、構造物 ( 柱・土台・基礎 ) に金物を取付けて行う引張強度試験の場合の例ですが、この試験方法では、使用する金物製品種を
問わず、構造物を上回る引張強度を備えていた場合「構造躯体強度試験」「この耐震金物はこの家に補強効果がある ?」になります。

14N/mm²
15N/mm²
16N/mm²

「引張最大荷重」
MAX71.5KN ～ 76.7KN

※97.6KN

147.9KN

28.9KN×5

「設計基準強度」(Fc)

「12M アンカーボルト」

「制震構造部破断耐力」

「コーチボルトせん断耐力」

●構造物金物取付試験につきましては、金物本来の正確な性能が得られない異なる目的試験方法となることから実施しておりません。

上記試験図は採用者側都合の家屋補強後の確認試験になります。メーカーでは、様々な補強使用、地震条件を加味する製品設計を考え、金物単体性能を正確に把握する必要があります。

（◎金物性能把握試験に適さない試験方法。構造躯体の試験 ( 構造躯体以上の性能を備えている柱金物であれば同様の結果となり本来の柱金物性能を把握することはできません。)
（特に、制振構造性能を無視した一つの目的、「引張に耐える耐力」のみを確認する試験方法となり、本来必要な性能「一瞬の破壊力緩和動作」が確認できない不適合な試験です。）

基礎破壊

柱ほぞ抜け

外壁破壊

メモ

シナプス･インターナショナル COMPANYsynapse.international.,company.

シナプス発行の全ての資料は、許可なく無断複製・配布することを禁止します。

性能証明書記載の計算数値は、個々に持つ部材耐力のみを基本として算出された結果であり、採用される夫々の補強箇所環境、条件で、

ここに示す補強性能が変化します。

金物ご採用時は、ここに示した性能数値を基に、使用環境、補強箇所条件ごとにご採用者側でご確認のうえ、最良とされる金物補強を

お願いいたします。

※此処の補強箇所条件による性能数値でのお答え、ご説明は、現状況を実際に確認できない「推測での可能性論」不適切なご説明との

考えからシナプスでは取付箇所夫々異なる条件に応じた性能数値によるご相談ご対応を一切行っておりません。

尚、先の条件と異なるご相談、取付箇所条件ごとの疑問、施工方法や対策など、取付の為のご相談、サポートは行っております。

取付環境ごとの性能計算、ご説明は行っておりません。

●構造物取付試験は行っておりません。
「この耐震金物はこの家に補強効果がある ?」


